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（1）対象地域 

 

福島県葉山湖、秋元湖および田子倉湖 

 

（2）重要な図表 

 

表 4：湖水、底質およびプランクトン中の放射性セシウム平均濃度 

有意検定は湖水については t-テスト、底質は Kruskal-Wallis テスト、プランクトンは分散分析で行った

異なる下文字は 5a%の棄却率で有意差を示す。2012,2013 年の検定は t-テストで行い、*は 5%棄却

率における有意差を示す。 
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図 2：2012～2013 年中に採取された環境サンブル中の放射性セシウム平均濃度と 2011 年 6 月 6

日及び 7 月 8 日の文部省調査での湖岸表層土壌（0-50mm）の濃度との関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．提言につながる情報 

（1）モニタリングへの活用 

 放射性セシウムの長期的な変化を調査する場合、継続的な調査が重要であり、本論文でも明言されて

いる。その理由として、やはり放射性セシウムのデータの代表性やデータの有する変動の幅が大きいた

めである。いかに時間的、空間的に代表的なデータの収集が重要であろう。 

 

（2）流出挙動・経路 

 本論文では、該当する内容の考察は考えられていない。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（4）担当者のコメント 

本論文では、福島県の 3 カ所の湖沼において、各種魚類、湖沼水、底質、プランクトンの放射性セシ

ウム濃度について、高精度にかつ、大量のデータを長期間収集した、貴重な論文である。残念ながら、

湖沼内における放射性セシウムの挙動に関する考察はない。湖沼水圏内におけるフォールアウト後の汚

染状況を総括的に把握できる論文である。 


